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超常磁性磁気トンネル接合素子
およびコンピューティングシステム

外部磁場に対する動作の安定性が改善

概要

近年、ランダムな出力信号を発生できる固体素子として、磁気トンネル接合
素子(MTJ)が注目されており、確率論的コンピューティングシステムに用 いら
れる乱数発生ユニットへの応用が期待される。しかし、熱擾乱によって自由層
の磁化方向を揺らぎやすく設計した超常磁性MTJは、異方性磁場が小さく
設計されていることから、数mT程度の外部磁場に対しても敏感に反応してし
まい、外部磁場の影響を受けやすいという課題がある。
本発明は外部磁場に対する動作安定性(ロバスト性)に優れ、確率論的コ
ンピューティングシステムに適した超常磁性MTJ、およびそれを用いたコン ピ
ューティングシステムの社会実装を後押しする技術である。
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外部磁場に対する特性の変動を大幅に抑制
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